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を
算
出
し
て
い
る
：『
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
ー
タ
』（Sn

）、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』

（Dhp

）、『
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
』（Th

）、『
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ
ー
』（Thī

）、

M
v

、LV

。
発
表
者
ら
は
こ
れ
ら
の
偈
文
句
に
お
け
る
類
似
率
の
結
果

に
つ
い
て
、
以
下
の
索
引
を
刊
行
し
て
い
る
：Yasutom

o Nishi and 
Chihiro M

ayuzum
i. 2022. Early Buddhist T

exts, M
ahāvastu-

Avadāna, and Lalitavistara Parallel and Sim
ilarity Pāda 

Index.

『
初
期
仏
典
・
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
・
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
―
並

行
・
類
似
詩
脚
索
引
』。Philosophica M

ahāyāna Buddhica M
on-

ograph Series 7. Chuo A
cadem

ic Research Institute.

　
本
発
表
は
こ
の
研
究
を
応
用
・
発
展
さ
せ
て
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

法
に
よ
るSP

と
他
仏
典
の
偈
文
句
の
類
似
率
を
比
較
し
、
法
華
経
の
成

立
・
編
纂
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、SP

と
他
経
典
に
お
け
る
類
似
率
上
位
五
十
位
ま
で
の

偈
文
句
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
①
―
③
の
結
果
を
得
て
い
る
（SP

に
は
基
準
テ
キ
ス
ト
『
ケ
ル
ン
・
南
條
本
』（KN

）
を
用
い
た
。KN

の

[　

]

は
章
番
号
、
頁.

偈
番
号
と
句
を
示
す
）。
①SP

と
の
類
似
率
の
平

均
はM

v

と
八
二
％
、LV

と
七
三
％
、『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』（Jā

）
と
六
八 

％
、Sn, Dhp, Th, Thī

の
初
期
仏
典
と
六
七
％
で
あ
り
、
こ
の
中
で

SP

はM
v

偈
文
句
に
最
も
近
い
。
②
以
下
の
偈
文
句
で
は
言
語
が
異
な

る
が
、
語
順
・
単
語
の
意
味
は
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仏
典
に
お
け 

る
定
型
偈
文
句
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
：pādan .gut. t. hena kam

payi : 
Th1192d, 1194b / pādān .gus. t. hena kam

payet : KN
[11
]253. 

19b
（
類
似
率
八
一
％
）、khīn. āsavo antim

adehadhārī : Sn471 
c / ks. īn. āsravā antim

adehadhārin. o : KN
[2
]31.8c

（
類
似
率
七

四
％
）、Sn471c / ks. īn. āsravā antim

adehadhārin. ah.  : KN
[17
] 

梵
文
法
華
経
と
他
仏
典
の
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
法
に
よ
る
比
較
検
討

西
　
　
康
友

　

初
期
大
乗
仏
典
を
代
表
す
る
法
華
経
は
、
梵
文
法
華
経
（SP

）
の
漢

訳
と
さ
れ
る
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ

ア
の
多
く
の
地
域
に
伝
承
・
受
容
さ
れ
展
開
し
た
。
日
本
仏
教
公
伝
以

来
、『
妙
法
蓮
華
経
』
は
多
く
の
伝
統
仏
教
・
新
宗
教
教
団
の
所
依
の
経

典
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
華
経
研
究
は
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
が
、
現
存

す
るSP

写
本
に
お
け
る
語
彙
・
語
形
・
語
法
・
書
写
法
・
韻
律
な
ど
の

言
語
学
的
研
究
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法
華
経
研
究
に
は

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
発
表
者
はSP

に
お
け
る
言
語
学
的
な
実
証
研
究
方
法
を
研
究
協
力
者

（
黛
千
洋
・
中
央
学
術
研
究
所
特
別
研
究
員
／
情
報
工
学
者
）
と
と
も
に

模
索
し
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
を
応
用
し
た
言
語
解
析
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
手
法
（
本
発
表
で
は
「
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
法
」
と
い
う
）
を
開

発
し
た
。
こ
の
こ
と
で
発
表
者
ら
は
、
仏
典
に
お
け
る
相
互
の
偈
文
句
に

つ
い
て
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
に
基
づ
い
た
類
似
率
を
算
出
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
「
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
距
離
」
と
は
、
ロ

シ
ア
の
数
学
者
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
イ
オ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
開
発
し
た
理
論
の
一
つ
で
、「
二
つ
の
文
字
列
の
類
似
度
を
示

す
距
離
」
で
あ
る
。

　
先
学
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
初
期
仏
典
と
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ス
ツ
・

ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
』（M

v

）
や
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』（LV

）
に
並
行
・

類
似
偈
文
句
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
相
互
の
偈
文
句
が
ど
の
程
度

類
似
す
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、
レ
ー
ベ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
法
に
よ
っ
て
、
以
下
の
仏
典
に
お
け
る
相
互
の
偈
文
句
の
類
似
率
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以
後
、
書
名
の
記
載
の
な
い
も
の
は
『
昭
和
定
本
』
の
頁
と
す
る
）」
と

述
べ
て
お
り
、
五
義
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
日
蓮
の
時
の
認
識
を
知
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
五
義
の
時
の
研
究
は
、
茂
田
井
教
亨
「
五
義
の
体
系
的
考
察
―
本
尊
抄

と
諸
遺
文
と
の
関
連
―
」（『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
山
喜
房
佛
書
林
、

一
九
六
四
年
、
所
収
）
が
あ
る
。
時
に
つ
い
て
「『
教
機
時
國
鈔
』
に
「
知

時
」
の
語
が
現
れ
、
時
の
自
覚
的
表
現
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
守
護
国
家

論
』（
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
）
に
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
。
佐
渡

配
流
に
よ
る
法
華
経
色
読
と
『
立
正
安
国
論
』
で
未
だ
起
こ
っ
て
い
な
い

自
界
叛
逆
難
・
他
国
侵
逼
難
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
言
の
的
中
に

よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
「
知
時
」
の
自
覚
を
深
め
、
つ
い
に
『
撰
時
抄
』

『
報
恩
抄
』
等
に
示
さ
れ
た
日
蓮
の
歴
史
観
が
成
立
し
た
」
と
指
摘
さ
れ

て
お
り
、「
知
時
」
に
着
目
さ
れ
て
い
る
。（
茂
田
井
一
九
六
四
、
二
二
八

―
九
頁
）。

　
茂
田
井
教
亨
氏
の
研
究
を
受
け
、
末
法
の
時
を
示
す
文
を
五
義
の
綱
目

を
視
点
と
し
て
検
討
す
る
と
、
遺
文
に
よ
っ
て
時
と
教
の
表
記
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
蓮
の
時
の
認
識
に
つ
い
て
、
教
と

時
を
視
点
と
し
た
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
本
発
表
で
は
、
日
蓮
に
お
け
る
時
の
認
識
が
、
ど
の
よ
う
に
深
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
教
と
時
を
視
点
と
し
て
考

察
を
し
た
。

　

茂
田
井
教
亨
氏
は
「
佐
渡
配
流
に
よ
る
法
華
経
色
読
に
よ
っ
て
、「
知

時
」
の
自
覚
を
深
め
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
釈
尊
滅
後
の
教
は

『
守
護
国
家
論
』
に
「
法
華
経
（
一
〇
二
頁
）」、『
薬
王
品
得
意
抄
』
に

「
本
門
寿
量
品
（
三
四
〇
頁
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
茂
田
井
教
亨
氏
の

351.6d

（
類
似
率
七
一
％
）、dham

m
am.  desesi pān. inam.  : T

hī 
306d / dharm

am.  deséti prān. inām
 : KN

[5
]139.53d

（
類
似
率 

七
二
％
）、satāni nahutāni ca : JāV

I-89.360b / śatāni nayu-
tāni ca : KN

[14
]306.31b

（
類
似
率
八
九
％
）、buddho loke anut-

taro : JāI-13.51b / buddhā loke anuttarāh.  : KN
[3
]70.37b 

（
類
似
率
八
五
％
）、dham

m
acakkam.  pavattaya : JāI-27.193d / 

dharm
acakram.  pravartesi : [3

]69.33a

（
類
似
率
六
八
％
）。
③SP

とM
v

で
は
上
位
七
八
％
ま
で
が
、ま
たSP

とLV

で
は
上
位
八
三
％

ま
で
が
同
一
か
極
め
て
近
似
の
偈
文
句
で
あ
る
と
い
う
結
果
か
ら
、SP

は
こ
れ
ら
の
句
を
出
典
・
参
考
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　
（
本
発
表
の
論
文
は
『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
三
号
﹇
二
〇

二
四
年
十
一
月
﹈
に
掲
載
予
定
）。

日
蓮
に
お
け
る
時
の
認
識
に
つ
い
て

深
谷
　
恵
子

　

日
蓮
の
五
義
は
、『
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
』
で
「
日
蓮
が
法
華
経
を
信
解

体
得
さ
れ
る
に
当
た
り
、
考
察
の
基
盤
と
し
た
教
・
機
・
時
・
国
・
師

（
序
）
の
五
箇
の
教
判
で
、
教
と
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
更
に
、
宗
教
活

動
に
お
け
る
自
覚
と
弘
教
の
方
軌
を
示
す
も
の
で
あ
る
（『
宗
義
大
綱
読

本
』（
二
〇
〇
二
年
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
取
意
）」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

重
要
な
教
義
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

　
時
に
つ
い
て
は
、
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
六
月
、
身
延
に
お
い
て
撰

述
さ
れ
た
『
撰
時
抄
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
に
「
夫
レ
仏
法
を

学
せ
ん
法
は
必
ず
先
づ
時
を
な
ら
う
べ
し
（『
昭
和
定
本
』
一
〇
〇
三
頁
。
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